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目的 

イセエビ種苗の量産に結びつく技術を開発することを

目的に，幼生の大量飼育に適した飼育環境の解明，飼育

システムの検討，および疾病防止のための調査を行った。 

 

1. フィロゾーマ幼生の行動に及ぼす光の強さの影響 

方法 

体長約 15mm の幼生を用いて照度と幼生の行動の関

係を調査した。実験は，楕円型をした水槽の中央部に幼

生を 10 個体収容し，25W 白色の白熱灯で水槽の 1 方向

から光をあて，水槽内の幼生の位置を 10 分後に記録する

ことで行った。光の強さは光量子量を測定して表し，設

定した条件は 0.01～10μmol/m2/s の 4 段階，及び暗黒

状態の 5 条件とした。なお，幼生の位置の判断は，水槽

を白熱灯に近い方から等間隔で 5 等分し，幼生がいる区

分を用いることで行った。 

 

結果および考察 

暗黒状態では幼生の 50％は区分 3 に留まったが，白

熱灯を点灯させた場合にはすべての条件で幼生は白熱

灯とは反対の位置に移動した（表 1）。また，光が強く

なるほど白熱灯から離れた区分に幼生が移動する傾向

が見られた。このことから，幼生は光に対して負の走

光性を示し，光が強くなるほど強く反応すると判断さ

れた。 

 

2. 100L 水槽を用いた幼生飼育の試み 

方法 

従来から用いている 40L 水槽より大型の 100L 水槽を

用いて幼生を飼育し，幼生飼育の規模拡大の可能性を検

討した。飼育に用いた水槽は水深が約 10cm の楕円型水

槽 1 水槽で，この水槽に幼生（平均体長 11.5mm）を 200

個体収容して飼育を行った。水槽への注水量は 1.5L/分と

し，水槽交換は飼育開始後 1 ヶ月間では 1 週間に 2 回，

それ以降は毎日行った。薬浴は 1 週間に 1～2 回とし，最

初の 1 ヶ月間は OTC のみを，それ以降はフロルフェニコ

ールのみを用いた。なお，対照として 40L 楕円水槽によ

る飼育も同時に行った。 
 

結果および考察 

飼育開始後 1 ヶ月間は 100L 水槽，40L 水槽ともに飼育

は良好に推移したが，その後 100L 水槽で胸脚外肢，も

しくは触角先端が壊死する疾病が発生し，この水槽での

2 ヵ月後の生残率は 84%となった（40L 水槽の生残率は

94%）。100L 水槽では，疾病の発生後に方法で記述した

ように薬剤の種類と水槽の交換の頻度を変更したところ，

疾病の大規模な発生は治まったものの，若干の疾病の発

生は継続した。また，実験開始後 2.5 ヶ月で 100L 水槽の

排水ホースが詰まったことで飼育水がオーバーフローし，

幼生が流失したことから実験開始後 3 ヶ月での生残率は

49%にまで低下した。2007 年 3 月（飼育開始後 4 ヶ月）

時点での生残率は，40L 水槽で 76%，100L 水槽で 48%

となっている。この時の幼生の体長は 40L水槽で 16.0mm，

100L 水槽では 16.6mm と両水槽で差は見られていない。 
  

3. 飼育水槽内の細菌数の変動 

方法 

疾病の発生防止のための基礎的な知見を得ることを

目的に，40L 楕円水槽を用いて流水飼育中の飼育水およ

び水槽内に吊るしたアクリル板の細菌数を調査した。

飼育水の細菌数は浮遊している細菌数，アクリル板の

細菌数は付着性の細菌数の調査を目的とした。細菌数

の調査は，水槽交換直後および 1～4 日後に， MA 培地

（総細菌数用）と TCBS 培地（ビブリオ属細菌数用）

を用いて行った。また，アクリル板については，ATP

測定装置を用いてアクリル板 1cm2当りの ATP量も同時

に測定した。飼育方法は常法に従った。なお，水槽交

換後にフロルフェニコールで一昼夜の薬浴を行った。 

表1. 異なる光量子量の光で水槽を照らした時の幼生の水槽内の位置

光量子量

（µmol/m2/s） 1 2 3 4 5
0 2 2 5 1 0

0 01 0 0 2 5 3
0 1 0 0 0 4 6
1 0 0 0 5 5
10 0 0 0 1 9

水槽内の区分は，１が光源から最も近い箇所，5が最も遠い箇所となる

水 槽 内 の 区 分

 

結果および考察  

2 回の調査結果を図 1 に示した。飼育水中の総細菌数

は，水槽交換終了直後には 1.9×102cfu/mL であったが

次第に増加し，4 日後には 1.2×104cfu/mL となった。ま

た，総細菌数に占めるビブリオ属の細菌の割合は，1/100

～1/3 程度であった。アクリル板の総細菌数は，水槽交

換直後では 1.2×103cfu/cm2 であり，1 日後には 2.4×

 





 

 


